開発行為等による寄贈手続き（記載例）
（1）寄贈手続必要書類　　　　　　２部提出（寄贈申込書・写真は1部）　　　　　　　　　　　　
寄贈申込書（押印要）

　 　      贈与契約書（押印要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　
配管工事費内訳報告書（押印要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                
　添　付　書　類　　（各部数へそれぞれ添付）
　　　　　　　          　　　　　　　位　置　図 　(住宅地図)
平　面　図　 (出来型図)
横　断　図 　(出来型図)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配　管　図   (出来型図)
                                      公　図　写　 (最新のものを添付)
                                      写　　　真

【注意事項】

1 申込者の押印前に、水道維持課担当者に確認をして下さい。
2 申込者が法人の場合は、社印を押して下さい。
3 寄贈申込書、贈与契約書、工事費内訳書には必ず捨印を押して下さい。

　　（2）寄贈申込書の寄贈財産記載例
	管種等
	口径（㎜）ほか
	数量
	備考

	ダクタイル鋳鉄管（GX型）
	φ75
	50.0ｍ
	

	ポリエチレン管（1種2層）
	φ40
	　 50.0ｍ
	

	配水用ポリエチレン管（HPPE）
	φ50
	50.0ｍ
	不断水割丁字管L=0.30ｍを含む。

	仕切弁
	φ75
	1基
	

	スリースバルブ
	φ40
	1基
	

	地下式消火栓
	φ75
	1基
	単口

	排泥設備
	
	一式
	


　　　
令和　　年　　月　　日
寄　贈　申　込　書

（あて先）　富士市長　　金指　祐樹 　

住　所
申込人　　
氏　名　　　　　　　　　 　　

　  　　次の財産を寄贈いたしたく申し込みます。

　１．設置場所及び名称
　　    

　　(1) 設置場所　　富士市大淵〇〇-〇ほか
  (2) 名　　称　○○○○宅地分譲など。
　　 ２．寄贈財産
	管種等
	口径（㎜）ほか
	数量
	備考

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


　　

　　　　　
３．寄贈理由
　　  　市が施工する配水管と同様に統一的な取扱いをお願いするため。
　　　　　　　　
　
贈　与　契　約　書

富士市本市場４４１番地の１　富士市長　金指　祐樹　を受贈者とし、
　　　　　　　　　　　　　を寄贈者とし、寄贈者が　　　　　に埋設した管は、
今後維持管理を受贈者において行う必要があるので、受贈者、寄贈者の間において、次のとおり贈与契約を締結する。

第１条　寄贈者が、富士市大淵〇〇－〇ほか　に設置した次の物件を受贈者に贈与する。
	管種等
	口径（㎜）ほか
	数量
	備考

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　


　　　　　　　　　
第２条　前条に規定する物件が位置指定道路に埋設されている場合には、その位置指定道路の所有権を第三者に譲渡したときであっても、上記物件の所有権は、受贈者に帰属するものとする。
２　寄贈者は、前項の規定により、当該位置指定道路の土地所有権を第三者に譲渡しようとするときは、あらかじめ受贈者にその旨を通知しなければならない。

第３条  位置指定道路の使用期間は、第１条に規定する物件の存続期間中とし、使用料は無償とする。

第４条　この契約に定めていない事項につき疑義を生じた場合は、双方協議の上、決定するものとする。
上記、契約を証するため本書２通を作成し、双方記名押印の上、各々１通を保有する。
令和　　年　　月　　日
富士市本市場４４１番地の１
受贈者

　　　 富士市長　　金指　祐樹　　 ㊞

寄贈者　　富士市永田町一丁目１００番地　　　　　　　　　　　　　      
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
水道　太郎　　　　　　㊞



配 管 工 事 費 内 訳 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　

開発地域又は名称　　　富士市大淵〇〇−〇ほか　　　　　　　　　　　　　　　　　　

開 発 許 可 者　　　　住　所　富士市永田町一丁目１００番地
住 所 氏 名　　　　 氏　名　　水道　太郎
　　　　　        
工事費￥                  －   
　　　　　　　　　　
１）工事費内訳
	名称
	金額
	摘要

	材　　料　　費
	円
	

	労　　務　　費
	円
	

	諸　　経　　費
	円
	

	
	
	

	合　　　　　計
	円
	


　　　
２）工事概要
	名称
	口径（㎜）ほか
	数量
	単位
	摘　　要

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	


（別紙1）
水道受贈財産契約書中の「設置場所」の表記方法の統一基準について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年6月決定
１、受贈される財産が、純粋に1筆の中に含まれるものは１筆で表す。
　　　例：大淵〇〇-〇
２、受贈財産が２筆（以上）にまたがる場合は、一方の土地の地番の有無に関わらず、「ほか」を使用する。その場合、採用する地番は財産の含まれる土地の中で一番若い地番を採用する。
　　　例：大淵〇〇-〇ほか
　　（注）道路への接続部分や排泥設備の埋設部分も含む。
　　（注）採用する地番は、土地面積の大小や埋設物の種類は問わない。
３、受贈される財産が、無番地の土地にある場合は、「地先」を用いる。その場合、2と同じく、採用する地番は財産の含まれる土地に隣接する土地の中で一番若い番号を採用する。
　　例：大淵〇〇-〇地先
　※「字〇〇」は記載しない。
　※番や番地ではなく、－（ハイホン）とする。
　※地番と「ほか・地先」の間にはスペースは入れない。

　
1部





1部





単位に注意してください。





数量は、竣工図の出来形の値を記入してください。





日付はすべて記入しないでください。





申込人（寄贈者）の表記は緑枠４箇所を全て同じに表記にして下さい。





（別紙1）受贈財産契約書中の「設置場所」の表記方法の統一基準を参照してください。








寄贈者の表記は緑枠４箇所を全て同じに表記にして下さい。





市道　又は　位置指定道路　又は　公道





住所　氏名





寄贈者の表記は緑枠4箇所を全て同じに表記にして下さい。





法人の場合は、住所、会社名、役職、代表者名を全て記入して下さい。





寄贈者の表記は緑枠4箇所を全て同じに表記にして下さい。
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